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 8月 18日(土)雫石町総合福祉センターを会場に多くの方にご来場いただき開催しました。今号は当日の様子と 
インタビューをご紹介します！ 
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サロンの皆さんによる 
手作り品が並ぶ♪ 

町内の産直野菜が勢ぞろい！ 

Studio BALL 

来場者皆が笑顔に♪ステージイベント！！ 

手話サークル滴 盛岡アマチュア 
マジシャンズクラブ 

岩手県立大学ダブルダッチ 
サークル ROPE A DOPE 雫石高等学校郷土芸能委員会 釜石市ボランティア連絡協議会 

ポリ袋と身近な食材でできる 
非常食を試食！ 

土嚢づくりに挑戦！ 模擬避難所体験！ 
非常時に役立つアイディア 
グッズづくりに挑戦！ 

今年は綿あめ、クレープ、 
コーヒーも販売！ 

各ボランティア団体の
技が光る！ 

 

釜石市内の福祉事業所も！ 

高齢者体験(上)・ 
妊婦体験(下) 

普段から防災・減災を考えよう！防災関連コーナー！ 

今年はお題くじを出題！ 
キャップハンディ体験！ 

 今年は初参加の団体が満載！物販コーナー！ 

雫石の名産品も♪ 
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今回は、ボラフェス 2018にスタッフとして参加してくださった方にインタビューしました！ 

雫石中学校家庭部の皆さん 

雫石地区地域づくり会議産直応援隊メンバー 平澤剛さん（下町4行政区） 

Q参加したきっかけを教えてください。 

 産直応援隊のメンバーから、チーム活動の PRで参加してみないかと誘われたことがきっかけです。 

せっかくブースを出すなら、ずっと関わらせてもらっている産直農家さんの応援になる活動にしたいと

思い、産直野菜出店ブースを出すことに皆で決めました。 

Q実際に参加してみてどうでしたか？ 

 産直チームは、農家さんの応援がしたいという自分たちの想いで始めた活動です。今回のボラフェスで

農家さんに協力いただけたのは、これまでの産直マップづくり等の活動での関わりを通して、私たちの

活動が農家さんに認めてもらえてきているからかなと思いました。ボラフェスでは、農家さんが出品す

る野菜を笑顔で届けてくれて、話しかけてくださったことが嬉しかったです。活動を継続していくうち

に、段々と打ち解けられてきているのかなと感じました。 

Qボラフェスを通して、身近な人に伝えたいことはどんなことですか？ 

 直接農家さんの魅力を伝えることが出来たので、今回をきっかけに「この間のボラフェスに出ていた産

直にいってみようかな」と思ってもらえたら嬉しいです。買い物の手段の第一がスーパーではなく、産

直になってもらえるように私たちも活動を続けていきたいです。産直を利用してもらうことが地元農家

さんの応援にも繋がるので、ぜひ多くの方に産直によってもらいたいです。 

Q参加したきっかけを教えてください。 

顧問の先生から話があり、昨年参加した経験があるので、今年も参加したいと思い 

ました。 

Q実際に参加してみてどうでしたか？ 

部員Ⓐ：ステージイベントがあったので、昨年より来場者が多かったように感じました。 

    また、ボランティアさんが気さくに声を掛けてくださり、緊張せずに活動出来ました。 

部員Ⓑ：私達が担当した綿あめコーナーには、子供達がたくさん来てくれました。 

Q普段の校内での部活動と比べて、何か感じることや気づいたことはありますか？ 

部員Ⓐ：普段の家庭部の活動は、校内での手作り野菜の販売等をしていますが、ボラフェスでは 

初めてお会いする方も多く、年齢も異なるため、対応する時に一旦自分の中でどのよう 

にすればいいか考えて対応するようにしました。 

部員Ⓒ：小さいお子さんが出店に来た時、何を買おうか悩んでいたようだったので、自分から声を 

かけてみました。 

Qボラフェスを通して、身近な人に伝えたいことはどんなことですか？ 

部員Ⓐ：私達の部活動は形には残らないけれど、地域での知名度が上がったということを自慢したいです。 

部員Ⓑ：❝家庭部❞というと「作って食べる」「手芸をする」と思われていますが、意外と体育会系なんです。 

部員Ⓒ：「私達の部活動は積極的に地域に出向いて、様々な人達と交流しています」と自信をもって伝えたいです。 

 

個人ボランティアでの参加／短大生 南黒沢毅さん（黒沢行政区） 

Q参加したきっかけを教えてください。 

今年からスノーバスターズに参加し、個人ボランティアに登録しました。そのことがきっかけでボ

ランティア活動センターから「ボラフェスのボランティアをやりませんか？」と声を掛けてもらい、

参加してみようと思いました。 

Q実際に参加してみてどうでしたか？ 

最初は何をすれば良いのか分かりませんでしたが、周りのボランティアさんが親切に教えてくださ

ったので、楽しく活動することが出来ました。また、親戚がボランティアスタッフとして参加して

いてびっくりしました！ 

Qボラフェスを通して、身近な人に伝えたいことはどんなことですか？ 

ボラフェスは雰囲気が良く参加しやすく、お年寄りや中学生等の様々な人と関われる機会になりま

した。その他の活動でも雰囲気良くお互いを気遣えるように出来ればと思っています。また機会が

あれば他の活動にも参加したいです。 

ボラフェス2018スタッフインタビュ～！！ 

 

綿あめ・クレープ・ 
コーヒーの出店担当 

さいごに… 

ボランティア活動をする中で関わった人と会話をすることの楽しさや喜び、また様々な人と関わることが経験と 

なり、自分自身の自信にもつながることがボランティア活動の魅力なのかもしれませんね   

ボランティアフェスティバルはまた来年！！ぜひご参加・ご来場ください♪ 

綿あめ・クレープ・ 
コーヒーの出店担当！ 

産直応援隊の 
出店担当！ 


